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はじめに
 昭和２（1927）年１月23日、神戸大学深江キャ
ンパスの前身である神戸高等商船学校に汽艇の初
代「深江丸」（ふかえまる）が進水・誕生した。
その後、昭和27（1952）年５月に開学した神戸商
船大学において３隻の実習船、後に練習船が順次
就航して船名の「深江丸」が代々受け継がれ、
キャンパスの象徴的な存在であり続けた。練習船
深江丸 <Ⅳ：４代目 >（以後、深江丸という。）
は昭和62（1987）年10月14日に就航し、35年の長
きにわたり練習船として、ときには調査・研究・
探査活動を目的とし、さらには一時的な旅客船と
して多岐にわたり活用されてきた。船齢20年を迎
える頃から老朽化と最新設備への更新の要望で新
船の建造が強く待ち望まれる中、船齢31年目の平
成30（2018）年12月14日、重要インフラの緊急点
検に関する閣僚会議における“防災・減災、国土
強靱化のための３カ年緊急対策”の一環で「大規
模災害発生時に支援を行うことが可能な練習船の
整備：国立大学の保有する練習船２隻の建造」が
予算化され、そのうちの１隻が深江丸の後継船に
決定した。
令和４（2022）年３月の就航に向けて新船の建
造が本格化する中、深江丸の用途廃止に向けた一
連の手続きも同時に進行し、令和３年11月４日の
教育関係共同利用（他大学等の教育利用）を最後
に、深江丸の最終年度に予定した全ての運航を終

了した。その後、深江キャンパス内の専用岸壁に
係船されて一連の売り払い手続きが進み、12月17
日には事業者が決定した。年が明けた令和４
（2022）年３月15日、神戸大学から解撤事業者へ
と引き渡されて専用岸壁を離れ、南方至近の東部
内貿ふ頭の公共岸壁に一時係船の後、同月29日の
夕刻に三重県伊勢市の宇治山田港へ向け曳航され
て神戸を離れた。
新船の建造が着々と進む一方で、神戸大学では
深江丸との別れを惜しむとともに感謝を込めて令
和３年９月24日に「ありがとう深江丸」イベント
が催され、これと前後して大学と学生広報チーム
による広報活動が展開された。
このような経緯から、海事博物館では就航以来
35年間の長きにわたり大学に所属する練習船とし
て活用され、幾多の実績を残した深江丸に焦点を
あてて企画展2022「ありがとう深江丸」を催し、
秋季には市民セミナーの開講に至った。本稿は、
令和４年11月26日に開催された海事博物館市民セ
ミナー後段の講演『ありがとう深江丸』から、一
部に講演資料をそのまま引用して、後世に記録と
して是非とも残しておきたい事柄を抜粋し、神戸
大学に深江丸という船名の練習船が存在したこと
の証（あかし）にするものである。神戸高等商船
学校時代に進水した汽艇に始まる歴代の「深江
丸」を初代から順次図１～４で紹介する。

ありがとう深江丸

　矢　野　吉　治　神戸大学名誉教授・海事博物館顧問
もと深江丸船長

練習船深江丸（Ⅳ）
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p15 図１＆図２ の差し替え

図１ 深江丸<初代>

図２ 深江丸<Ⅱ>

図２ 深江丸 < Ⅱ >

図１ 深江丸 < 初代 >

p15 図１＆図２ の差し替え

図１ 深江丸<初代>

図２ 深江丸<Ⅱ>
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p16 図３＆図４ の差し替え

図３ 深江丸<Ⅲ>

図３ 深江丸<Ⅳ>

p16 図３＆図４ の差し替え

図３ 深江丸<Ⅲ>

図３ 深江丸<Ⅳ>

図３ 深江丸 < Ⅲ >

図４ 深江丸 < Ⅳ >
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◆ 深江丸歴代船長
昭和62（1987）年10月14日の就航から令和４

（2022）年３月15日の所有者移転（売り払い）ま
での35年間における深江丸の歴代船長は以下の通
り。<敬称略 >
初代　昭和62年10月～平成元年３月
 三好 雄一　神戸商船大学第８期生
２代　平成元年４月～平成２年３月
 鈴木 三郎　神戸商船大学第10期生
３代　平成２年４月～平成３年３月
 笠原 包道　東京商船大学第８回生
４代　平成３年４月～平成４年３月　
 和氣 博嗣　神戸商船大学第12期生
５代　平成４年４月～平成５年３月　
 井上 欣三　神戸商船大学第13期生
６代　平成５年４月～平成６年３月　
 石田 廣史　神戸商船大学第17期生
７代　平成６年４月～平成７年３月　
 林　 祐司　神戸商船大学第23期生
８代　平成７年４月～平成８年３月　
 古莊 雅生　神戸商船大学第23期生
９代　平成８年４月～平成９年３月　
 河口 信義　神戸商船大学第23期生
10代　平成９年４月～令和４年３月
 矢野 吉治　神戸商船大学第24期生

１．運航実績
市民セミナーでの講演『ありがとう深江丸』か
ら深江丸の幾多の活動を紹介する。
1.1 運航集計一覧
昭和62（1987）年10月14日の就航から令和３

（2021）年11月４日の最終運航まで、35年間の運
航集計を表１に年度ごとの一覧で示す。なお、就
航した昭和62年度は半期の運航であり、また、令
和２年と３年度は新型コロナウイルス（以後、
COVID-19という。）のパンデミックから、神戸
大学の活動制限指針に則り、乗船者と活動圏内全
ての安全のために運航規模の大幅な削減や縮小が
図られた。そこで最下段の平均は昭和63年度から
コロナ禍以前の令和元年度とした。

1.2　運航集計の抜粋
前段、35年間の運航集計一覧の中から、運航回
数、運航日数、航海時間、学外停泊時間（入渠 <
造船所での整備 >を除く）、錨泊時間、総航程
（航海距離）、燃料使用量、乗船者数、乗船延べ人
数及び入渠日数を表２に抜粋して示し概説する。
１）運航回数
様々な運航目的により深江キャンパス内ポンド

（係船池）の深江丸専用岸壁を離岸・出港した回
数は全1,637回で、年度の平均は49回であった。

表１ 運航集計一覧
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２）運航日数
造船所での入渠整備工事の期間を除く、学外
停泊と錨泊を含む全運航日数は3,407日で、年
度の平均は102日であった。図５に各年度の運
航日数と航走距離をグラフで示す。
３ ）航海時間の総数は21,181時間（882日と13時
間）で、年度ごと運航の内容により増減する。
年度の平均は631時間であった。後述する平成
26年度からの教育関係共同利用と同28年度から
の海洋底探査航海の始動により増加している。
各年度における航海時間、学外入港停泊時間、
錨泊時間及び燃料使用量を図６にグラフで示
す。上部に燃料使用量を、棒グラフの上段は錨
泊時間を、中段に学外入港停泊時間を、また、
下段は航海時間を示す。
４）学外停泊時間
造船所での入渠工事の期間を除く、学外の港
に入港・着岸し、出港するまでの間の停泊時間
の総数は15,425時間（642日と17時間）で、年
度の平均は466時間であった。
５）錨泊時間
大阪湾や瀬戸内海など、港へは入港せずに沖
合へ錨を投じてから錨を揚げるまでの間、沖に
錨泊した時間の総数は10,510時間（437日と22
時間）で、年度の平均は321時間であった。
６）総航程（航走距離）
全航走距離は216,722海里、キロメートルに

換算すると401,369kmで、地球を南北に略10
周、略地球と月の間の距離に相当する。年度の
平均は6,492海里（12,023km）で、前述の航海
時間同様の理由から平成26年度以後は増加傾向
にある。

※�両極を通る地球１周は４万 km、１海里＝1.852km

（緯度１分の長さ）

７）燃料使用量
主機関と補機関（発電機）に A重油を使用
する。4,681キロリットル <KL>を使用し、年
度の平均は141KLであった。図６のグラフの
上部に各年度の使用量を示す。
※1 KL（キロリットル）＝1,000リットル

８）乗船者数
乗組員を除く学内外の乗船者の総数は64,432
人で、年度の平均は1,960人であった。乗船者
の内訳については後述する。
９）乗船延べ人数
１人が１日乗船すると１、さらに２日間乗船
すると２としてカウントし、乗船者数に乗船日
数を乗じて積算する。乗組員を除く総数は
114,767人、年度の平均は3,513人であった。
10 ）造船所での入渠整備工事には、５年（かって
は４年）に１回の定期検査と、その中間におけ
る第１種中間検査の他、船舶検査を伴わない、
検査と検査の合間の合入渠（あいにゅうきょ）
がある。船体、機関や属具の検査と整備、発注
工事の内容等により入渠期間は一様でない。入
渠日数の総数は480日、また、入渠日数の平均
は14日であった。

表２ 運航集計の抜粋
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図６ 各年度の航海時間、学外入港停泊時間、錨泊時間、燃料使用量

図５ 各年度の運航日数と航走距離
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２．運航内容
2.1　運航目的ごとの運航日数
昭和62年度から令和３年度の多岐にわたる活動
を大きく９つの運航目的に大別した。運航目的ご
との運航日数と比率を図７に円グラフで、また、
運航目的ごとの運航日数を表３に年度ごとに示
す。なお、平均は昭和63年度からコロナ禍以前の
令和元年度の間で示した。
１ ）実習・実験・演習は、深江キャンパスの学部
学生の学内船舶実習や実験の他、大学院生の演
習等によるもので、運航日数は1,488日、年度
の平均は45日、運航全体の44％であった。
２ ）調査・研究・依頼実験は、大学に所属する練
習船としては重要な活動であり、学内外の研究
者や研究機関、企業や団体等の活用があり、全
783日、年度の平均は23日、運航全体の23％で
あった。
３ ）研究会・研修は、学会や研究団体の研究会、
海事関連企業等の運航実地研修等によるもの
で、全235日、年度の平均は７日、運航全体の
７％であった。
４ ）授業・セミナーは、深江キャンパスの学部及
び大学院生の教育に資するもので、全227日、
年度の平均は７日、運航全体の６％であった。
５ ）海事の啓発は、小中高生から一般を対象にし
た様々な目的や形態による海事イベントで、全
204日、年度の平均は６日、運航全体の６％で
あった。
６ ）海洋底探査は、平成28（2016）年度に始動し
た神戸大学海洋底探査センター（KOBEC）に
よる鹿児島県薩摩半島南方の海底に位置する
“鬼界カルデラ”とその周辺海域における年２

回の探査活動で、全146日、運航全体の４％で
あった。
７ ）教育関係共同利用は、国立大学法人化後の平
成26（2014）年度に始動した文部科学省の主導
と予算措置により、近隣の大学や工業高等専門
学校等の教育機関を対象に、深江丸という実習
訓練教育施設の有効活用を図ろうとするもの
で、全123日、運航全体の４％であった。
８ ）入出渠回航は、略年１回の船体と機関整備や
法定検査のために造船所の往復に要した日数
で、入渠地により１日または２日の航海があ
る。全109日、運航全体の３％であった。
９ ）公開講座は、高校生以上の一般市民を対象
に、毎回のテーマに沿って１日から10日間で開
講し、全92日、運航全体の３％であった。運航
経費の削減等から平成30年度以後は実施せず。

2.2　乗船者
乗船者の内訳を比率とともに図８に円グラフで
示す。乗船した深江キャンパスの学部と大学院生
は26,805人で全体の42％、神戸大学の他学部・大
学院生等を含み、一般の小中高生から社会人は
34,687人で54％、深江キャンパスの教職員は2,940
人で４％であった。

2.3　乗船者数の推移
昭和62年度～令和３年度の年度ごとの乗船者数
と乗船延べ人数を図９にグラフで示す。上部に乗
船延べ人数を、棒グラフの上段は一般（小中高生
から社会人）、中段に深江キャンパスの教職員を、
また、下段は深江キャンパスの学生数を示す。平
成７年１月の阪神・淡路大震災直後の平成７、８

図７ 運航目的ごとの運航日数と比率 図８ 乗船者の内訳と比率
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表３ 運航目的ごとの運航日数

図９ 乗船者数と乗船延べ人数
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年 度の復興期、及び、令和２、３年度は
COVID-19パンデミックによる海事イベントの中
止や受け入れの見合わせ等の理由から一般乗船者
の減少が著しい。なお、一般の乗船者数が特段少
ない平成22年度は、５月開催の深江祭（旧開学
祭）において、予定した体験航海（1.5時間×３
航海）が強風と豪雨により中止されたことによ
る。数値が重なって見づらい箇所については表１
の中央右寄りに表記する乗船者内訳を参照された
い。

2.4　寄港地と寄港回数
昭和62年10月の就航から令和３年11月の最終運
航までの間の寄港地と寄港回数を図10にグラフで
示す。全42港、累計で786港に寄港し、学内船舶
実習などの展開の都合上、高松の403回に続き、
松山が127回、尾道は85回であった。深江丸の速
力で６～７時間の距離にある高松港は様々な運航
目的と展開に好都合であった。なお、深江丸の寄
港に際しては乗船者へ配慮した岸壁の確保ととも
に使用料の減免等、港湾管理者（地方自治体）側

図10 寄港地と寄港回数

図11 錨泊地と錨泊回数
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の多大なる便宜が図られた。

2.5　錨泊地と錨泊回数
昭和62年10月の就航から令和３年11月の最終運
航までの間の錨泊地と錨泊回数を図11にグラフで
示す。錨泊回数は累計で682回あり、備讃瀬戸・
坂出の157回に続き、大阪湾の133回、小豆島の内
海湾が105回、小豆島の池田湾が84回と突出した。
学内船舶実習における実習展開の都合や、錨泊地
と神戸間の距離による所要時間の利便性の他、荒
天遭遇時の避泊等によるところが大きい。

３．調査研究活動
平成16年４月１日の国立大学の法人化後、神戸
大学の所有となった深江丸では、練習船本来の目
的である学生の実習・実験・演習と並び、調査研
究活動は社会貢献、社会交流支援活動とともに大
きな柱である。次に調査研究活動について紹介す
る。

3.1　研究航海
この航海は、大学の練習船であり、かつ、深江
丸という調査研究設備がなければ実施できない
様々な活動を "研究航海 "と位置付けて夏季と春
季の年２回、学内外の研究者や学生、研究機関や
企業等を対象に公募する。それぞれの目的に応じ
て行動海域を選定し、５日～10日間程度の調査研
究活動を展開する。表４に平成15年10月１日の神
戸商船大学と神戸大学の大学統合（以後、大学統
合という。）後の新年度以後における研究航海の
実施状況を示す。大学統合以前にも同様の航海を
実施していたが、ここでは割愛する。なお、令和
２年度は COVID-19禍、乗船者の他、周囲の安全
のために運航を取り止めた。
◇ 最後の研究航海
令和３年度の夏季に実施した深江丸最後の研究
航海を図12に航行軌跡と寄港写真で示す。
COVID-19禍、神戸大学の活動制限指針に則って
学生は受け入れず、海事科学研究科の研究者のみ
に限定して、神戸→高知→別府→高松→神戸の９

表４ 研究航海の実施状況
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日間で実施した。研究テーマ数：４件、研究者
数：５人、航海時間：58時間、入港・停泊時間：
110時間、錨泊時間：24時間、総航程：599海里
（1,109km）で、２回の錨泊は、別府湾に１泊と
香川県の坂出泊地に１泊した。

3.2　依頼実験・共同研究・受託研究
大学統合後における依頼実験、共同研究や受託
研究の実施状況を表５に示す。ポンド専用岸壁に
停泊した状態での実験や調査活動を含み、件数は
全52件、実験日数65日、運航日数56日で、2,875
海里（5,325km）を航走した。なお、深江丸では
就航以来、水線下船底部分全体を用いて従来型に
続き環境対応低摩擦の発展型船底防汚塗料の試験
塗装とともに、通航途中の播磨灘における速力試

験を通じて船底防汚塗料の低摩擦性能に係る評価
実験を長らく継続してきた。
深江丸の調査研究活動については「練習船深江
丸の調査研究活動　－就航後34年間の実績－」と
題して神戸大学大学院海事科学研究科紀要第18号
（2021年６月）において詳しく紹介する。

3.3　海洋底探査活動
平成28（2016）年度から KOBEC（神戸大学海
洋 底 探 査 セ ン タ ー：Kobe Ocean-Bottom 
Exploration Center）による鹿児島県薩摩半島の
南の海底に位置する“鬼界カルデラ”とその周辺
海域の探査活動が始動し、毎年、秋季と春季に２
週間前後の探査活動専用の航海を実施する。総航
程（全航走距離）は延べ17,516海里（32,438km）

p24 上段 「図12 深江丸最後の研究航海」の差し替え

図12 深江丸最後の研究航海
図12 深江丸最後の研究航海

発展型船底防汚塗料の水線下全面への試験塗装と部分塗装
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で、地球を略４分の３周する距離に達した。深江
丸にとっては新たな運航形態であり、外海での活
動は、ときとして厳しい気象海象下に曝される場
面があり、船と乗船者の安全のために鹿児島湾奥
の鹿児島港外にある“神瀬”の近傍に荒天避泊す
ることが度々あった。外洋での運航に際しては
『荒天時等における深江丸の運航基準（2016年10
月５日）』を新たに策定して引き続く探査活動に
臨んだ。図13は第２次探査航海における往路の航
行軌跡を、各航海の所要日数と航走距離とともに
示す。なお、第１次から第６次探査航海について

は「練習船深江丸による海洋底探査活動 －第１
次～第６次探査航海の撮要－」と題して神戸大学
大学院海事科学研究科紀要第17号（2020年６月）
で詳しく紹介する。

3.4　災害時医療支援船検証活動
神戸商船大学の時代から日本透析医会の災害医
療提供検証活動の一環で、瀬戸内海を含む近隣の
都市災害発生時において、医療機関との連携によ
り船舶による海上ルートを活用した医療支援構想
に参画する。この中で深江丸の役割は医療スタッ

表５ 依頼実験・共同研究・受託研究の実施状況

図13 第２次探査航海の往路の航行軌跡、各航海の所要日数と航走距離
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４．教育関係共同利用
平成26（2014）年度に始動した教育関係共同利
用は、近隣の大学や工業高等専門学校等の教育プ
ログラムに練習船を教育の場として提供するもの
で、文部科学省がかって所有した練習船が活用の

対象になっている。停泊中の教育利用を含み、８
年間で全140日、乗船者（乗組員を除く）は1,986
人、乗船延べ人数は2,930人であった。受け入れ
状況を図15に表と写真で示す。

フの収容とともに医療設備 ･機材等を搭載して災
害現地に赴き、船を仮設の災害医療提供施設とし
て活用しながら救急患者や慢性疾患の患者、負傷
者の手当と搬送並びに救援物資の搬送を行うこと
にある。平成16（2004）年度に災害時医療連絡協
議会で船舶利用の検討が始まり、翌17年度には日
本財団の助成事業として深江丸を用いた運用検証
活動が始動した。平成18年度には海陸連携支援シ
ステムの充実と災害時医療支援協力船舶の拡充を
図りながら本構想の準備が進められ、平成19年12
月に和歌山港と泉佐野港で、翌、20年３月には徳

島小松島港徳島区において災害時医療支援ネット
ワークの関係者、現地の医師会、警察、消防等の
連携によりトリアージ訓練を含む負傷者や罹患者
の搬送訓練と検証実験航海を実施した。図14は徳
島での検証活動の風景である。なお、平成23
（2011）年３月11日に発生した東北地方太平洋沖
地震の直後には『危機管理・海上支援ネットワー
クに係る深江丸運用基準（平成20年２月21日改
訂）』に則り、被災地において人工透析を必要と
する方とその付き添い者の一時的な収容宿泊施設
になったが、実際の運用には至っていない。

図14 災害時医療支援船構想検証活動（平成20年３月 < 徳島 >）

図15 教育関係共同利用の受け入れ状況
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６．深江丸の売り払い準備と事業者への
引き渡し
最終運航翌日の令和３年11月５日、神戸高等商
船学校時代に校章として大正９（1920）年９月に
制定され、爾後、歴代深江丸のファンネル（煙
突）に表示されたコンパスマークを取り外した。
さらに11月10日には船橋の両舷側面に表示した
「神戸大学海事科学部」の文字表示を船体と同じ
白色にて上塗りした。図17に作業風景を示す。そ
の後、12月17日には解撤（スクラップ）を目的と
して落札価格1,878.6万円（税別）で事業者が決
定し、深江キャンパスの専用岸壁で係船が続い

た。年が明けた令和４（2022）年３月15日の朝、
“引渡日時等確認書”に船長と事業者側代表者の
署名を終えて深江丸は事業者へと引き渡された。
同時に船名は「第十蝶土里丸」（だいじゅうちょ
うどりまる）に変更され、午前９時30分、別れを
惜しむ多数の教職員に見送られて35年間を共にし
た専用岸壁を離れ、南方至近の東部内貿ふ頭の公
共岸壁へ一時的に係船された。その後、３月29日
の夕刻に三重県伊勢市の宇治山田港へ向けて曳航
され、神戸をあとにした。次ページの下段にこの
ときの光景を写真で示す。

５．最終運航
令和３（2021）年10月31日に神戸大学理学部学
生の実験実習を、また、11月４日には大阪府立大
学の教育利用を大阪湾北部海域で実施し、これを

もって令和３年度に予定した練習船深江丸として
の全ての運航を終了し、以後は係船状態に移行し
た。大阪湾北部海域における最終２航海の航行軌
跡を図16に出入港の光景とともに示す。

p27 図16 最終２航海の航行軌跡（大阪湾北部海域）の差し替え

図16 最終運航図16 最終運航
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p28 図17 コンパスマークの取外しと大学・学部名の消去 の差し替え

図17 コンパスマークの取外しと大学・学部名の消去

p28 最下段写真⑨の差し替え

⑨ 深江丸のいなくなったポンド

図17 コンパスマークの取外しと大学 ･ 学部名の消去

④ 東部内貿ふ頭へ曳航シフト

⑦ 教職員の見送り

⑤ ありがとう・ゴキゲンヨウ！

⑧東部内貿ふ頭の第十蝶土里丸

⑥ ありがとう・サヨウナラ！

⑨深江丸のいなくなったポンド 

③ 第十蝶土里丸ポンド離岸② 最終日早朝の深江丸船橋とお別れの花束① 深江丸売払い日早朝のポンド
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７．海神丸と第十蝶土里丸（もと深江丸）
令和４年３月22日15時半、深江丸の後継船「海
神丸」（かいじんまる）が三菱重工マリタイムシ
ステムズ株式会社の手によりポンド専用岸壁に到
着し、翌23日に神戸大学へと引き渡されて就航し
た。深江キャンパスのポンドには海神丸、すぐ南
側の公共岸壁には第十蝶土里丸（もと深江丸）
と、しばらくの間、両船が近くにあった。図18は
３月22日午後の海神丸到着時の風景である。背後
には第十蝶土里丸が係船されている。図19に海神
丸の主要目を示す。

おわりに
深江丸では次の５つの展望を掲げて様々な要望
や依頼に対して大学が所有する練習船としての設
備と機能、運航を最大限度提供してきた。また、
これらの展望に沿って、安全を第一義に運航が計
画、あるいは臨機に実施され、適切な運用が図ら
れてきた。
１）航海・機関に関する高品質な人材教育
２ ）海事に精通し、人間性、創造性並びに専門性
豊かで幅広い教養を備え、国際海事社会で活躍
できる人材の育成
３ ）海事に関する事象を対象にした研究と調査

４ ）一般社会と連携して、幅広い年齢層を対象に
した人間教育、社会 ･道徳教育、若年層への科
学的興味の喚起と海事の啓発
５ ）大規模災害発生時等における海上ルートを活
用した人的・物的支援と災害医療提供への支援
これらの展望に沿って活動する中、平成24

（2012）年10月18日には深江丸の社会貢献・地域
連携活動が高く評価され、福田秀樹神戸大学長か
ら学長表彰の栄誉に輝いた。図20は深江丸後部甲
板での小田啓二海事科学研究科長による授与式後
の乗組員との写真である。
既述のとおり、深江丸は令和３年11月４日を
もって全ての運航を終了し、練習船活動に幕を下
ろして新船との役割交代に備えた。海事博物館市
民セミナーの講演『ありがとう深江丸』では、昭
和62（1987）年10月14日の就航から令和３（2021）
年11月４日の最終運航までの運航実績を集大成し
て示すとともに、深江丸の生涯の観点から近況を
紹介した。これらの実績から、深江丸は神戸商船
大学、後に神戸大学の練習船としてその役目を十
分に果たしてきたといえる。時代のニーズに対応
した練習船運航の変遷と新たな活用に順応した一
資料として、同時に、深江丸という練習船が神戸
大学に存在したことの証に資することができれば

p29 図18 海神丸到着（令和４年３月22日）の差し替え

図18 海神丸到着（令和４年３月22日）

p31 最下段 著者略歴（追記）

著者略歴

昭和32年２月 大分県生まれ

昭和54年９月 神戸商船大学商船学部航海学科卒業（第24期生）

昭和54年10月～59年３月 運輸省航海訓練所助手（運輸教官）

昭和59年４月～61年３月 神戸商船大学航海計器学研究室助手（文部教官）

昭和61年４月～平成６年３月 運輸省航海訓練所講師・助教授（運輸教官）

平成６年４月～平成９年３月 運輸省四国運輸局 船員部海技試験官（運輸技官）

平成９年４月～神戸商船大学・神戸大学（助教授・准教授、教授）

（～令和４年３月15日 深江丸船長兼務）

平成24年７月～神戸大学海事博物館長

令和４年３月 定年退職

令和４年４月 神戸大学名誉教授・海事博物館顧問

図18 海神丸到着（令和４年３月22日）
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望外の期待である。
なお、2021年11月４日の最終運航については

“最終航海「ありがとう深江丸」”を神戸大学が
YouTubeに４分間の動画で、また、2018年９月
４日に神戸を襲った台風21号に関連して、神戸大
学深江キャンパスのポンド深江丸から高潮の襲来
現象を捉えた映像を“カメラが捉えた一部始終 
台風21号の高潮を船上から撮影”と題して SUN 

TVがニュース番組の警鐘報道として、同じく
YouTubeに５分間の動画をアップする。
深江丸に関連する最後の新聞記事としては次の
２紙がある。
・ 朝日新聞［令和4（2022）年3月 1日］：船員育
成35年深江丸さらば 神大の練習船４代目で幕
・ 神戸新聞［令和4（2022）年3月29日］：かじ取
り25年 さらば深江丸

図19 海神丸主要目（令和４年３月23日就航）

図20 深江丸への学長表彰 < 平成24（2012）年10月18日 >
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深江丸の思い出

松山港へ向けて安芸灘を西航中の深江丸

深江丸銘板 KS-8型高把駐力錨 <965kg・標準把駐係数 : 泥7.2>
神戸商船大学時代に本田啓之輔先生による開発（KS）

左回り４翼可変ピッチ
プロペラ　直　径2100mm

 ピッチ1792mm

明石海峡～播磨灘の船首波

台風21号の高潮と漂着ゴミ（深江キャンパス・ポンド）［2018年９月４日］


